
 

 

クマの Q and A 

Q クマは肉食動物ではないのですか？ 

A 肉食もしますが、植物質に偏った雑食性です。食肉類なので、大きな犬歯がありますが、臼

歯（奥歯）は植物をすりつぶすのに適した形に変化しています。 

 

Q クマの好物はドングリだけですか？ 

A ドングリは主に秋に実り、越冬前の栄養価が高いエサとして知られています。他の時期は沢

沿いの草本や新芽、新葉 さまざまな種類の果実類など時期に合わせてさまざまなエサを食

べています。またハチミツも大好物です。 

 

Q クマはなぜ冬眠するのですか？ 

A ヒグマとツキノワグマは秋に大量に食べて脂肪をため、エサの少な

い冬は冬眠して過ごすように進化しました。一年中、果実や昆虫類

が豊富な熱帯地方に生息するクマの仲間は冬眠しません。 

 

Q クマは被害を出す動物なのになぜ保護するのですか？ 

A クマの生息地に近いところに住む人たちにとって、クマは恐ろしい存在です。でも、食べた

植物の種をフンとして出すことで植物の繁殖を助けるなど、クマは生態系を支える役目をは

たしています。クマがいる森は、他の多くの動物も生息できる大事な地域です。人里とクマ

生息地の間にクマが立ち入りにくい場所を設けるなど、生活圏が重ならないようにすみわけ

を目指した研究や対策が始まっています。 

 

Q クマをなぜ殺すのですか？ 

A 奥山の人々は昔からクマを山からもたらされる食料として捕獲し

てきました。また、そこに住む人たちの命と財産を守るため、畑を

荒らすクマなども捕獲されています。絶滅しないよう、生まれる子

供の数以上は獲らないなどの制限を設ける必要

があります。 

 

Q クマにエサをやっていいのですか? 

A エサを与えると、それに慣れて人里はエサをくれ

る場所、人をエサの供給源と考えてしまいます。

それは、農作物を荒らしたり、人をおそう危険な

クマを作り出すことにつながることから、絶対に

エサをやってはいけません。 

 

 

キャンプ地でクマにエサを与える。このような

行動は、自分だけでなく他の人にも危険をもた

らすので、絶対にしてはいけません。 



 

 

 

保護者の皆様へ 

平成 18 年度は、ドングリ類の凶作等から人里近くに出没するクマが増えたため、

全国で 150 名の負傷事故（うち 5 名が死亡）が起きました。事故の多くは、山菜や

キノコ採りのためにクマの生息地に入った時に起きていますが、児童生徒の通学路な

ど人里でも発生しています。 

 

最近、通学路で発生した事故では、平成 13 年 6 月に岩手県内で、平成 18 年に長

野県内で、中学生が通学途中でクマに襲われました。 

 

この小冊子は、児童生徒が通学路や放課後にクマとの突然の出会いによる事故をな

くすために、クマの生態や注意事項をまとめたものです。 

保護者の皆様もお子さんとご一緒にこの小冊子をご覧いただくとともに、地域で協

力してクマを人里に近づけないなどの取組を行って頂くようお願いします。 

 

＊クマによる事故を防ぐためにより詳しく知りたい方は、環境省ホームページに掲

載している「クマ類出没対応マニュアル」を参考にしてください。 

（「クマ類出没対応マニュアル」で検索して下さい） 
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